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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
自
衛
隊
の
国
際
貢
献
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

第
百
六
十
八
回
国
会
に
お
け
る
御
指
摘
の
テ
ロ
対
策
海
上
阻
止
活
動
に
対
す
る
補
給
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措

置
法
案
の
審
議
に
お
い
て
、
民
主
党
は
、
平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
発
生
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト

に
よ
る
攻
撃
等
に
対
応
し
て
行
わ
れ
る
国
際
連
合
憲
章
の
目
的
達
成
の
た
め
の
諸
外
国
の
活
動
に
対
し
て
我
が
国
が
実
施
す

る
措
置
及
び
関
連
す
る
国
際
連
合
決
議
等
に
基
づ
く
人
道
的
措
置
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
）

に
基
づ
い
て
我
が
国
が
諸
外
国
の
軍
隊
等
の
艦
船
に
補
給
し
た
艦
船
用
燃
料
等
が
同
法
の
趣
旨
及
び
目
的
に
外
れ
て
使
用
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
政
府
の
十
分
な
説
明
が
な
い
こ
と
等
を
主
張
し
、
当
該
法
案
に
反
対
し
た
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
百
七
十
一
回
国
会
に
お
け
る
御
指
摘
の
海
賊
行
為
の
処
罰
及
び
海
賊
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
案
の
審
議

に
お
い
て
、
民
主
党
は
、
海
賊
行
為
へ
の
対
処
は
第
一
義
的
に
は
海
上
保
安
庁
の
責
務
で
あ
り
、
海
上
保
安
庁
の
み
で
は
海

賊
行
為
へ
の
対
処
が
困
難
で
あ
る
た
め
自
衛
隊
の
部
隊
に
海
賊
行
為
へ
の
対
処
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣

の
要
請
を
受
け
て
内
閣
総
理
大
臣
が
内
閣
府
に
海
賊
対
処
本
部
を
設
置
し
、
自
衛
隊
員
を
同
本
部
に
設
置
さ
れ
る
海
賊
対
処

一



隊
の
隊
員
と
し
て
任
命
す
る
と
と
も
に
、
国
会
の
事
前
の
承
認
を
得
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
を
主
張
し
、
当
該
法
案
に
反
対

し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
「
欧
州
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
海
上
輸
送
の
要
衝
」
で
あ
り
、
当
該
海

域
に
お
け
る
海
上
交
通
は
、
我
が
国
経
済
及
び
国
民
生
活
に
必
要
な
物
資
の
安
定
輸
送
の
観
点
か
ら
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

民
主
党
は
こ
れ
ま
で
、
海
賊
行
為
へ
の
対
応
に
関
し
、
「
海
上
輸
送
の
安
全
確
保
と
国
際
貢
献
の
た
め
、
関
係
国
と
協
力

し
、
自
衛
隊
な
ど
の
海
賊
対
処
活
動
を
継
続
し
ま
す
。
」
（
「
民
主
党
の
政
権
政
策M

anifesto２０１０

」
）
等
の
主
張
を
し

て
き
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

御
指
摘
の
「
海
外
駐
留
基
地
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
定
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾

に
お
け
る
自
衛
隊
に
よ
る
海
賊
対
処
行
動
は
、
海
上
輸
送
の
安
全
確
保
の
た
め
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
ジ
ブ
チ
を
拠
点
と
し
海
賊
行
為
へ
の
対
処
を
航
空
機
に
よ
り
行
っ
て
い
る
部
隊
の
効
率
的
な
運
用
を
図
る

二



等
の
観
点
か
ら
、
当
該
部
隊
が
単
独
で
使
用
で
き
る
活
動
拠
点
の
整
備
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

「
平
成
二
十
三
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
」
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
新
大
綱
」

と
い
う
。
）
は
、
海
賊
行
為
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
我
が
国
を
含
む
国
際
社
会
に
と
り
引
き
続
き
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ
る

と
位
置
付
け
、
海
上
交
通
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
（
平
成
二
十
三
年
度
〜

平
成
二
十
七
年
度
）
」
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
新
中
期
防
」
と
い
う
。
）
は
、
新
大
綱
に
従

い
、
海
上
交
通
の
安
全
確
保
を
含
む
各
種
の
取
組
を
実
効
的
に
行
い
得
る
よ
う
、
所
要
の
常
備
自
衛
官
の
定
数
や
計
画
期
間

中
の
経
費
総
額
限
度
等
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
に
お
け
る
防
衛
関
係
費
は
、
新
大
綱
及
び
新
中
期

防
を
踏
ま
え
所
要
の
額
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
新
大
綱
及
び
新
中
期
防
を
踏
ま
え
て
、
海
上
交
通
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

た
い
。

五
に
つ
い
て

新
大
綱
及
び
新
中
期
防
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
編
成
定
数
と
し
て
十
五
万
四
千
人
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
人
事
制
度
改
革

三



を
実
施
し
、
精
強
性
の
向
上
や
実
員
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
行
う
ほ
か
、
各
地
に
迅
速
に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
多

様
な
任
務
を
効
果
的
に
遂
行
し
得
る
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
を
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
等
と
し
て
お
り
、

政
府
と
し
て
は
、
新
大
綱
及
び
新
中
期
防
に
基
づ
い
て
防
衛
力
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

四


